
４−１	 関東・中部地方とその周辺の地震活動（2019 年 11 月～ 2020 年 4 月）
 Seismic Activity in and around the Kanto and Chubu Districts (November 2019  
 – April 2020) 

気象庁
Japan Meteorological Agency

　今期間，関東・中部地方とその周辺でM4.0以上の地震は 105回，M5.0以上の地震は 14回発生した．
このうち，関東・中部地方では，2020 年 4 月 18 日に小笠原諸島西方沖で発生した M6.8 の地震が
最大の地震であった．
　2019 年 11 月～ 2020 年 4 月の M4.0 以上の地震の震央分布を第 1 図（a）及び（b）に示す．
　主な地震活動は以下のとおりである．

（1）茨城県沖の地震（M4.4，最大震度 4，第 2 図（a），（b））
　2019 年 11 月 8 日 18 時 18 分に茨城県沖の深さ 52 km で M4.4 の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震の発震機構（CMT 解）は，北東－南西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型で，太平洋プレ
ート内部で発生した．

（2）伊豆大島近海の地震（M4.7，最大震度 4，第 3 図）
　2019年 11月 17日 20時 05分に伊豆大島近海の深さ 13 kmでM4.7の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震は，フィリピン海プレートの地殻内で発生した．発震機構は，南北方向に圧力軸を持つ横
ずれ断層型である．

（3）茨城県南部の地震（最大 M4.8，最大震度 4，第 4 図（a）～（e））
　2019 年 11 月 22 日 05 時 23 分に茨城県南部の深さ 45 km で M4.5 の地震（最大震度 3）が発生した．
この地震の震源付近では，2019 年 12 月 3 日 10 時 18 分に茨城県南部の深さ 52 km で M4.7 の地震
（最大震度 4），2020 年 1 月 14 日 04 時 53 分に茨城県南部の深さ 46 km で M4.8 の地震（最大震度 4）
が発生した．これらの地震は，発震機構が北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，フィリピン
海プレートと陸のプレートの境界で発生した．また，これらの地震のうち，12 月 3 日の地震，1 月
14 日の地震は既往の相似地震グループの最新の地震として検出された．

（4）茨城県北部の地震（最大 M4.9，最大震度 4，第 5 図）
　2019 年 12 月 4 日 10 時 38 分に茨城県北部の深さ 9 km で M4.9 の地震（最大震度 4）が発生した．
また，翌日の 5 日 22 時 35 分にも深さ 8 km で M4.6 の地震（最大震度 3）が発生した．これらの地
震は地殻内で発生した．発震機構は，4 日の地震は北北東－南南西方向に張力軸を持つ正断層型で，
5 日の地震は北東－南西方向に張力軸を持つ正断層型であった．

（5）栃木県北部の地震（M4.8，最大震度 4，第 6 図）
　2019 年 12 月 4 日 19 時 35 分に栃木県北部の深さ 7 km で M4.8 の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震は地殻内で発生した．発震機構は，北西－南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型であった．
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（6）鳥島近海の地震（M6.1，震度 1 以上を観測した地点なし，第 7 図）
　2019 年 12 月 11 日 02 時 05 分に鳥島近海で M6.1 の地震（震度 1 以上を観測した地点はなし）が
発生した．この地震の発震機構（CMT 解）は，東西方向に圧力軸を持つ型であった．

（7）千葉県東方沖の地震（M5.8，最大震度 4，第 8 図（a），（b））
　2020年 1月 3日 03時 23分に千葉県東方沖の深さ 34 kmでM5.8の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震は，発震機構（CMT 解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレ
ートと陸のプレートの境界で発生した．また，この地震は既往の相似地震グループの最新の地震と
して検出された．

（8）茨城県沖の地震（M4.2，最大震度 4，第 9 図（a），（b））
　2020 年 1 月 21 日 13 時 25 分に茨城県沖の深さ 53 km で M4.2 の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震は発震機構が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートと陸のプレ
ートの境界で発生した．また，この地震は既往の相似地震グループの最新の地震として検出された．

（9）千葉県東方沖の地震（M5.0，最大震度 3，第 10 図）
　2020 年 2 月 1 日 01 時 11 分に千葉県東方沖の深さ 50 km で M5.0 の地震（最大震度 3）が発生した．
この地震は発震機構が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートとフィリピ
ン海プレートの境界で発生した．

（10）茨城県南部の地震（M5.3，最大震度 4，第 11 図）
　2020 年 2 月 1 日 02 時 07 分に茨城県南部の深さ 63 km で M5.3 の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震は，発震機構が東西方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートとフィリピン海プレ
ートの境界で発生した．

（11）千葉県北東部の地震（M4.3，最大震度 4，第 12 図（a），（b））
　2020年 2月 20日 12時 53分に千葉県北東部の深さ 28 kmでM4.3の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震の発震機構は北北西－南南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，フィリピン海プレートと陸
のプレートの境界で発生した．また，この地震は新たな相似地震グループの地震として検出された．

（12）石川県能登地方の地震（M5.5，最大震度 5 強，第 13 図（a）～（1））
　2020 年 3 月 13 日 02 時 18 分に石川県能登地方の深さ 12 km で M5.5 の地震（最大震度 5 強）が
発生した．この地震は地殻内で発生した．この地震の発震機構（CMT 解）は，西北西－東南東方
向に圧力軸をもつ逆断層型である．この地震により軽傷者 2 人の被害が生じた（総務省消防庁によ
る）．この地震の震源付近では，「平成 19 年（2007 年）能登半島地震」（M6.9，最大震度 6 強）が
発生し，死者 1 人，重軽傷者 356 人，住家全半壊 2,426 棟などの被害を生じた（被害は，総務省消
防庁による）ほか，石川県珠洲市で 22 cm の津波を観測した．Double-Difference 法 1)（以下，DD 法）
による詳細な震源分布から，この地震は「平成 19 年（2007 年）能登半島地震」の活動域の東端で
発生したことがわかる．
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（13）茨城県南部の地震（M5.0，最大震度 4，第 14 図（a），（b））
　2020年 4月 12日 00時 44分に，茨城県南部の深さ 53 kmでM5.0の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震は，発震機構が北北西－南南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，フィリピン海プレートと
陸のプレートの境界で発生した．また，この地震は既往の相似地震グループの最新の地震として検
出された．

（14）長野県北部の地震（M4.2，最大震度 4，第 15 図）
　2020 年 4 月 13 日 19 時 16 分に長野県北部の深さ 5 km で M4.2 の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震は地殻内で発生した．発震機構は，東西方向に圧力軸を持つ型である．

（15）小笠原諸島西方沖の地震（M6.8，最大震度 4，第 16 図）
　2020 年 4 月 18 日 17 時 25 分に小笠原諸島西方沖の深さ 477 km で M6.8 の地震（最大震度 4）が
発生した．この地震により，東京都小笠原村母島で震度 4 を観測したほか，東北地方から九州地方
にかけて震度 2~1 を観測した．この地震は，太平洋プレート内部で発生した．この地震の発震機構
（CMT 解）は，太平洋プレートが沈み込む方向に圧力軸を持つ型である．

（16）長野県中部の地震（M5.5，最大震度 4，第 17 図（a）～（w））
　2020 年 4 月 23 日 13 時 44 分に長野県中部の深さ 3 km で M5.5 の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震は地殻内で発生した．発震機構は，北西－南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型である．
また，この地震の発生後，同日 13 時 52 分に M4.6 の地震（最大震度 3），同日 13 時 57 分に M5.0
の地震（最大震度 3），26 日 02 時 22 分に M5.0 の地震（最大震度 3），27 日 11 時 32 分に M4.8 の
地震（最大震度 3）が発生した．これらの地震の震源付近（領域 a）では，前日から M3.0 を超え
る地震が発生しており，4月 22日から 30日までに震度 1以上を観測する地震が 67回発生している．
DD 法等による詳細な震源分布から，一連の地震活動は時空間的に複数の面的なクラスターを形成
して発生していたことがわかる．

（17）茨城県南部の地震（M4.8，最大震度 4，第 18 図（a），（b））
　2020年 4月 26日 09時 49分に，茨城県南部の深さ 66 kmでM4.8の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震は，発震機構が東西方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートとフィリピン海プレ
ートの境界で発生した．また，この地震は既往の相似地震グループの最新の地震として検出された．

参考文献
1） Waldhauser, F. and W. L. Ellsworth. (2000), Bull. Seism. Soc. AM., 90, 1353-1368.
 A Double-Difference Earthquake Location Algorithm: Method and Application to the Northern Hayward 

Fault, California. 
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関  東  ・  中  部  地  方  と  そ  の  周  辺  の  地  震  活  動  （  2  0  1  9  年  1  1  月  ～  2  0  2  0  年  1  月  、  Ｍ  ≧  4  .  0  ）

   気  象  庁  作  成
図  中  の  吹  き  出  し  は  、  陸  域  M  4  .  5  以  上  ・  海  域  M  5  .  0  以  上
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関  東  ・  中  部  地  方  と  そ  の  周  辺  の  地  震  活  動  （  2  0  2  0  年  2  月  ～  2  0  2  0  年  4  月  、  Ｍ  ≧  4  .  0  ）

   気  象  庁  作  成
図  中  の  吹  き  出  し  は  、  陸  域  M  4  .  5  以  上  ・  海  域  M  5  .  0  以  上

第 1 図（b）　つづき（2020 年 2 月～ 4 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700 km）

Fig. 1(b)　Continued (February – April 2020, M ≧ 4.0, depth ≦ 700 km).

第 1 図（a）　関東・中部地方とその周辺の地震活動（2019 年 11 月～ 2020 年 1 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700 km）

Fig. 1(a)　 Seismic activity in and around the Kanto and Chubu districts (November 2019 – January 2020, M ≧ 4.0, depth ≦
700 km).
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 - 15 - 気象庁作成 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11月８日 茨城県沖の地震 

 

震央分布図 
（1922年１月１日～2019年 11月 30日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

 2019年 11月８日 18時 18分に茨城県沖
の深さ 52kmで M4.4の地震（最大震度４）
が発生した。この地震の発震機構（CMT解）
は、北東－南西方向に圧力軸を持つ横ず
れ断層型で、太平洋プレート内部で発生
した。 
1997年 10月以降の活動をみると、今回

の地震の震源付近（領域ｂ）は、M４～M
５程度の地震がたびたび発生しており、
東北地方太平洋沖地震の発生以降、活動
が一時的に活発になった。2012 年 10 月
24日には M4.5の地震（最大震度４）が発
生している。 
1922 年以降の活動をみると、今回の地

震の震央付近（領域ｃ）では、1955年 12
月 12 日に M5.0 の地震（最大震度３）が
発生した。 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2019年 11月 30日、 

深さ０～100km、M≧3.0） 
2019年 11月の地震を濃く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ａ 

ｃ 

今回の地震 

今回の地震 

 

今回の地震の

震央位置 

ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

CMT 

CMT 

CMT 

第 2 図（a）　2019 年 11 月 8 日　茨城県沖の地震

Fig. 2(a)　The earthquake off Ibaraki Prefecture on November 8, 2019.
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11月8日茨城県沖の地震とその周辺の地震のメカニズムＰ軸について
震央分布図

（2002年10月１日～2019年11月８日、深さ０～100km、M≧3.0）
発震機構（図でCMTと表示しているのはCMT解）のP軸を表示、

2019年11月8日の地震を濃く表示、
矩形内で発震機構がプレート境界型（※１）の地震を赤く表示

橙色線は太平洋プレート上面のコンター（※２）
今回の地震及び付近のプレート境界型ではない地震

の吹き出しを緑色枠で表示

（※１）P軸の傾斜角が45度以下、P軸の方位角が65度以上180度以下、
T軸の傾斜角が45度以上、N軸の傾斜角が30度以下

（※２）引用元：Nakajima and Hasegawa (2006, GRL)、弘瀬・他 (2008, 地震)、
Nakajima et al. (2009, JGR)

CMT

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ

50 406070

矩形領域内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 深さ30～70kmのみ
橙色線は太平洋プレート上面の推定深さ

（引用元は左記分布図と同じ）

今回の地震の震源近傍で過去に発生し、プレート境界型で抽出された地震
2003年4月21日、2005年11月12日、2018年2月6日

の初動発震機構解
気象庁地震月報（カタログ編）より

CMT

CMT

CMT

第 2 図（b）　つづき

Fig. 2(b)　Continued.
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 気象庁作成 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11月 17日 伊豆大島近海の地震 

2019年 11月 17日 20時 05分に伊豆大島近海の
深さ 13km で M4.7 の地震（最大震度４）が発生し
た。この地震は、フィリピン海プレートの地殻内
で発生した。発震機構は、南北方向に圧力軸を持
つ横ずれ断層型である。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震

の震央付近（領域 a）は、Ｍ２程度の地震は時々
発生しているものの、あまり地震活動の活発な領
域ではなく、今回の地震が最大規模の地震である。 
 1922年以降の活動をみると、今回の地震の震央
付近では、1974年５月９日に M6.9の地震（「1974
年伊豆半島沖地震」）が発生し、死者 30 人、負傷
者 102 人、住家全壊 134 棟などの被害が生じた。
また、1978 年１月 14 日に M7.0 の地震（「1978 年
伊豆大島近海の地震」）が発生し、死者 25 人、負
傷者 211人、住家全壊 96棟などの被害が生じた（い
ずれも「日本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2019年 11月 30日、 

深さ０～20km、M≧1.0） 
2019年 11 月 17日以降の地震を赤く表示 

ａ 

今回の地震 

震央分布図 
（1922年１月１日～2019年 11月 30日、 

深さ 0～50km、M≧4.0） 
2019年 11月 17日以降の地震を赤く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

ｂ 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

 

震央分布図中の茶色の細線は、地震調査研究推進本部の長期評価による活断層帯を示す。 

「1978年伊豆大島

近海の地震」 

 

（2019年 11月 17日～30日、M全て） 

「1974年伊豆半島沖地震」 

石廊崎断層 

稲取断層帯 

稲取断層帯 

石廊崎断層 

第 3 図　2019 年 11 月 17 日　伊豆大島近海の地震

Fig. 3　The earthquake near Torishima Island on November 17, 2019.
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11月 22日 茨城県南部の地震 

震央分布図 
（1922年１月１日～2019年 11月 30日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

 2019年 11月 22日 05時 23分に茨城県南部の
深さ 45km で M4.5 の地震（最大震度３）が発生
した。この地震は、発震機構が北西－南東方向
に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピン海プレ
ートと陸のプレートの境界で発生した。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地

震の震源付近（領域ｂ）は、活動が活発な領域
で、M5.0以上の地震がしばしば発生しており、
今回の地震の発生場所の近くでは、2014年９月
16日に M5.6の地震（最大震度５弱）、2016年５
月 16 日に M5.5 の地震（最大震度５弱）、2018
年 11月 27日に M5.0の地震（最大震度４）が発
生している。 
1922年以降の活動をみると、今回の地震の震

央周辺（領域ｃ）では、M6.0程度の地震が時々

発生している。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ａ 

ｂ 

ｃ 

今回の地震 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2019年 11月 30日、 

深さ０～100km、M≧2.0） 
2019年 11月以降の地震を濃く表示 

 

今回の地震 

今回の地震 

の震央位置 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

Ｂ 

Ａ 

Ａ Ｂ 

第 4 図（a）　2019 年 11 月 22 日，12 月 3 日，2020 年 1 月 14 日　茨城県南部の地震

Fig. 4(a)　The earthquake in the southern part of Ibaraki Prefecture on November 22, 2019, December 3, 2019, January 14, 2020.
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12月３日 茨城県南部の地震 

震央分布図 
（1922年１月１日～2019年 12月 31日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

 2019 年 12 月３日 10 時 18 分に茨城県南部の
深さ 52km で M4.7 の地震（最大震度４）が発生
した。この地震は、発震機構が北西－南東方向
に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピン海プレ
ートと陸のプレートの境界で発生した。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地

震の震源付近（領域ｂ）は、活動が活発な領域
で、M5.0以上の地震がしばしば発生している。
今回の地震の震源付近では、2014 年９月 16 日
に M5.6の地震（最大震度５弱）が発生し、負傷
者 10人、住家一部破損 1,060棟等の被害を生じ
た（総務省消防庁による）。 

1922年以降の活動をみると、今回の地震の震
央周辺（領域ｃ）では、M6.0程度の地震が時々
発生している。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

今回の地震 

今回の地震 

の震央位置 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

Ｂ 

Ａ 

Ａ Ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2019年 12月 31日、 

深さ０～100km、M≧2.0） 
2019年 12月以降の地震を赤色で表示 

 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震 

（2019年 12月１日～12月 31日、M≧1.0） 

12月 

第 4 図（b）　つづき

Fig. 4(b)　Continued.
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12月３日茨城県南部の地震（相似地震）

気象庁作成

震央分布図（1988年10月～2019年12月、深さ40～70km、Ｍ≧4.0） ＭＴ図（左図内）

赤矢印の期間は波形収集基準と観測点密度の違いが
相似地震検出に影響している可能性がある。

●推定年平均すべり量等

すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori (1979) ］及び地震モーメントとすべり量の関係式
［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。得られた積算すべり量と経過時間から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めた。

Ｍ

今回の地震

年

年

積算
すべり量
（cm）

積算すべり量図

※ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合、相似地震として検出している。また、相似地震のグ

ループ分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている。

（参考文献） 溜渕功史、中村雅基、山田安之（2014)：全国を対象とした客観的な相似地震の抽出,気象研究所技術報告,72,5-16

今回の地震

今回の地震

今回の地震

2019年12月３日の茨城県南部の地震（M4.7、

最大震度４）について強震波形による相関解析

を行った結果、既往の相似地震グループの最新

の地震として検出された（上図の◆：今回の地

震を含め、M4.7～5.0の３地震）※。

気象庁作成

変位波形は加速度記録を気象庁59型地震計相当に変換して求めたもの

●波形例

富岡市七日市
震央

第 4 図（c）　つづき

Fig. 4(c)　Continued.
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１月 14日 茨城県南部の地震 

震央分布図 
（1919年１月１日～2020年１月 31日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

 2020 年１月 14 日 04 時 53 分に茨城県南部
の深さ 46km で M4.8 の地震（最大震度４）が
発生した。この地震は、発震機構が北西－南
東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピ
ン海プレートと陸のプレートの境界で発生し
た。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の

地震の震源付近（領域ｂ）は活動が活発な領
域で、最近では 2019 年 11 月 22 日に M4.5 の
地震（最大震度３）が発生した。また、今回
の地震の発生場所の近くでは、2014年９月 16
日に M5.6の地震（最大震度５弱）が発生し、
負傷者 10人、住家一部破損 1,060棟等の被害
を生じた（総務省消防庁による）。 
1919年以降の活動をみると、今回の地震の

震央周辺（領域ｃ）では、M6.0程度の地震が
まれに発生している。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

今回の地震 

今回の地震 

の震央位置 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

Ｂ 

Ａ 

Ａ Ｂ 領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2020年１月 31日、 

深さ０～100km、M≧2.0） 
2019年 11 月 22日以降の地震を赤色で表示 

 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震 

（2019年 11月22日～2020年１月 31日、M≧1.0） 

12月 11月 １月 

第 4 図（d）　つづき

Fig. 4(d)　Continued.
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１月14日 茨城県南部の地震（相似地震）

気象庁作成

上図をDD法による再計算震源で表示
（1997年10月～2019年12月、深さ20～80km、Ｍ≧3.5）

ＭＴ図（左図内）

赤太矢印の期間は波形収集基準と観測点密度の違い
が相似地震検出に影響している可能性がある。

●推定年平均すべり量等

すべり量推定には、モーメントマグニ
チュードと地震モーメントの関係式
［Hanks and Kanamori (1979) ］及び地

震モーメントとすべり量の関係式
［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。

得られた積算すべり量と経過時間から
最小自乗法を用いてグループ毎の年
平均すべり量を求めた。

Ｍ

今回の地震

年

年

積算
すべり量（cm） 積算すべり量図

2020年1月14日の茨城県南部の地震（M4.8、最大震度４）について強震波形による相関解析を行った結果、既

往の相似地震グループの最新の地震として検出された（上図の ：今回の地震を含め、M4.2～4.8の３地震）※。
※ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合、相似地震として検出している。また、相似地震のグループ分け

はコヒーレンスを用いて機械的に行っている。

溜渕功史・中村雅基・山田安之（2014)：全国を対象とした客観的な相似地震の抽出,気象研究所技術報告,72,5-16.

今回の地震

今回の地震

今回の地震

震央分布図（1988年10月～2020年1月、深さ20～80km、Ｍ≧3.5）

今回の地震

再計算に用いた観測点（★）

気象庁作成

変位波形は加速度記録を気象庁59型地震計相当に変換して求めたもの

●波形例

栃木市旭町

震央

第 4 図（e）　つづき

Fig. 4(e)　Continued.
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 - 14 - 気象庁作成 

 2019年 12月４日 10時 38分に茨城県北部の深さ
９kmで M4.9の地震（最大震度４、今回の地震①）
が発生した。また、翌日の５日 22時 35分にも深さ
８kmで M4.6の地震（最大震度３、今回の地震②）
が発生した。これらの地震は地殻内で発生した。発
震機構は、４日の地震は北北東－南南西方向に張力
軸を持つ正断層型で、５日の地震は北東－南西方向
に張力軸を持つ正断層型であった。 
2011 年以降の活動をみると、今回の地震の震源

周辺（領域ａ）では、2016年 12月 28日に M6.3の
地震（最大震度６弱）が発生したほか、2017 年８
月２日に M5.5 の地震(最大震度４)が発生するな
ど、M5.0以上の地震が時々発生している。 
1997年 10月以降の活動をみると、福島県浜通り

から茨城県北部にかけての地殻内（領域ｂ）では、
東北地方太平洋沖地震の発生後に地震活動が活発
化し、2011年４月 11日に発生した M7.0の地震（最
大震度６弱）では、死者４人等の被害が生じた（被
害は総務省消防庁による）。この活発な地震活動は

徐々に減衰しつつも継続している。 

 

Ａ 

 

Ｂ 

 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影） 
（2011年１月１日～2019年 12月 31日） 

12月４日、５日 茨城県北部の地震 

震央分布図 
（2011年１月１日～2019年 12月 31日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2019 年 12 月の地震を赤で表示 

ａ 

ｂ 

東北地方太平洋沖地震発生 

Ｂ 

Ａ 

CMT 

今回の地震① 

今回の地震① 

今回の地震① 

CMT 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2019年 12月 31日、 

深さ０～30km、M≧2.0） 
2019 年 12 月の地震を濃く表示 

今回の地震② 

今回の地震② 

今回の地震② 

（2019 年 12月１日～12月 31日、M≧1.0） 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

12月 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

第 5 図　2019 年 12 月 4 日，12 月 5 日　茨城県北部の地震

Fig. 5　The earthquake in the northern part of Ibaraki Prefecture on December 4 and December 5, 2019.
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12月４日 栃木県北部の地震 

 2019年 12月４日 19時 35分に栃木県北部の深
さ７kmで M4.8の地震（最大震度４）が発生した。
この地震は地殻内で発生した。発震機構は、北西
－南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型であっ
た。 
 1997年 10月以降の活動をみると、今回の地震
の震央付近（領域ａ）では、2018年 7月 29日に
M4.5 の地震（最大震度３）が発生している。ま
た、2000 年 10 月 18 日に M4.7 の地震、翌 19 日
に M4.1 の地震（いずれも最大震度４）が発生す
るなど、まとまった地震活動が時々みられる。 
1922 年以降の活動をみると、今回の地震の震

央付近（領域ｂ）では、1949 年 12 月 26 日に 08
時 17 分と 08 時 24 分にそれぞれ M6.2 と M6.4 の
地震が短い時間で連続して発生し（今市地震）、
死者 10 人、負傷者 163 人、住家全壊 290 棟、非
住家全壊 618棟などの被害が生じた（被害は「日
本被害地震総覧」による）。 
 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2019年 12月 31日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2019年 12月の地震を赤色で表示 

 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ａ 
 

震央分布図 
（1922年１月１日～2019年 12月 31日、 

深さ０～50km、M≧4.5） 
2019年 12月以降の地震を赤色で表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ｂ 

今回の地震 

今回の地震 

今市地震 

震央分布図中の茶色の細線は地震調査研究推進本部
の長期評価による活断層を示す。 

（2019年 12月１日～12月 31日、 
M≧1.0） 

震央分布図中の茶色の細線は地震調査研究推進本部
の長期評価による活断層を示す。 

12月 

群馬県 

栃木県 

福島県 

栃木県 

群馬県 

福島県 

第 6 図　2019 年 12 月 4 日　栃木県北部の地震

Fig. 6　The earthquake in the northern part of Tochigi Prefecture on December 4, 2019.
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12 月 11 日 鳥島近海の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 12 月 11 日 02 時 05 分に鳥島近海で
M6.1 の地震（震度１以上を観測した地点はな
し）が発生した。この地震の発震機構（CMT 解）
は、東西方向に圧力軸を持つ型であった。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震央付近（領域ａ）では、M6.0 以上の地
震が時々発生している。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2019 年 12 月 31 日、 

深さ０～700km、M≧4.5） 
2019 年 12 月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

震央分布図 
（1922 年１月１日～2019 年 12 月 31 日、 

深さ０～700km、M≧6.0） 

ｂ 

 
領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

ａ 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

1922 年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｂ）では、M6.0 以上の地震が
時々発生しているが、被害が生じた地震は発生
していない。なお、2015 年５月 30 日の深さ
682km で発生した M8.1 の地震（最大震度５強）
では、軽傷者８人等の被害が生じた（総務省消
防庁による）。 
 

父島 

母島 

父島 

母島 

※深さは CMT 解による 

今回の地震 

第 7 図　2019 年 12 月 11 日　鳥島近海の地震

Fig. 7　The earthquake near Torishima Island on December 11, 2019.

－ 96 －

地震予知連絡会会報第 104 巻　2020 年 9 月発行



平成 28年９月 地震・火山月報（防災編） 

 - 27 - 気象庁作成 

１月３日 千葉県東方沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年１月３日 03時 23分に千葉県東方
沖の深さ 34kmで M5.8の地震（最大震度４）
が発生した。この地震は、発震機構（CMT
解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ
逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレー
トの境界で発生した。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回
の地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0
以上の地震が時々発生している。「平成 23
年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」（以
下、「東北地方太平洋沖地震」と記す）の
発生後は、2011 年３月 11 日 15 時 57 分に
M6.2 の地震（最大震度４）が発生するなど、
地震活動が一時的に活発になった。 

 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2020 年１月 31 日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 
2020 年１月の地震を赤く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2020 年１月 31 日、 

深さ０～100km、M≧5.5） 
2020 年１月の地震を赤く表示 

 

ｂ 

 

今回の地震 

ａ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今回の地震 

領域ａ内 
の断面図 

（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震 

ｃ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

1919 年以降の活動をみると、今回の
地震の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0
以上の地震が時々発生している。1923
年６月２日 02 時 24 分の M7.1 の地震で
は、鮎川で 32cm（最大全振幅）の津波
を観測した（「日本被害津波総覧」によ
る）。また、この領域の北側では 2011 年
３月 11日 15時 15分に M7.6の地震（「東
北地方太平洋沖地震」の最大余震、最大

震度６強）が発生している。 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

東北地方太平洋沖地震発生 

 

第 8 図（a）　2020 年 1 月 3 日　千葉県東方沖の地震

Fig. 8(a)　The earthquake east off Chiba Prefecture on January 3, 2020.
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１月３日千葉県東方沖の地震（相似地震）

気象庁作成

震央分布図（1988年10月～2020年1月、深さ0～100km、Ｍ≧4.0） ＭＴ図（左図内）

赤矢印の期間は波形収集基準と観測点密度の違いが
相似地震検出に影響している可能性がある。

●推定年平均すべり量等

すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori (1979) ］及び地震モーメントとすべり量の関係式
［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。得られた積算すべり量と経過時間から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めた。

Ｍ

今回の地震
年

年

積算
すべり量
（cm）

積算すべり量図

※ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合、相似地震として検出している。また、相似地震のグ

ループ分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている。

（参考文献） 溜渕功史、中村雅基、山田安之（2014)：全国を対象とした客観的な相似地震の抽出,気象研究所技術報告,72,5-16

今回の地震

今回の地震

2020年１月３日の千葉県東方沖の地震（M5.8、

最大震度４）について強震波形による相関解析

を行った結果、既往の相似地震グループの最新

の地震として検出された（上図の★：今回の地

震を含め、M5.4～6.2の６地震）※。

⑤2011.5.20
M5.8

③2011.3.11
M6.2

①1991.8.6
M5.9

②2000.12.5
M5.5

④2011.3.18
M5.4

⑥2020.1.3
M5.8

（参考）地震①～②での推定平均すべり量 6.46cm/年

地震⑤～⑥での推定平均すべり量 8.33cm/年

気象庁作成

変位波形は加速度記録を気象庁59型地震計相当に変換して求めたもの

●波形例

銚子市川口町

震央

第 8 図（b）　つづき

Fig. 8(b)　Continued.
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 - 15 - 気象庁作成 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１月 21日 茨城県沖の地震 

 

震央分布図 
（1919年１月１日～2020年１月 31日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 

 2020 年１月 21 日 13 時 25 分に茨城県沖の深
さ 53km で M4.2 の地震（最大震度４）が発生し
た。この地震は発震機構が西北西－東南東方向
に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと
陸のプレートの境界で発生した。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地

震の震源付近（領域ｂ）は、M5.0以上の地震が
時々発生している。東北地方太平洋沖地震の発
生以降、活動がより活発になっており、2012年
３月１日には M5.3の地震（最大震度５弱）、2016
年７月 27 日には M5.4 の地震（最大震度５弱）
が発生している。 
1919年以降の活動をみると、今回の地震の震

央付近（領域ｃ）では、M5.0以上の地震が度々
発生しており、このうち、1930年６月１日に発
生した M6.5の地震（最大震度５）では、がけ崩
れ、煙突倒壊などの被害が生じた（被害は「日

本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2020年１月 31日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 
2020年１月の地震を赤く表示 

 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 
領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ａ 

ｃ 

今回の地震 

今回の地震 

東北地方太平洋沖地震発生 

 Ｂ 
栃木県 

茨城県 

 

今回の地震の

震央位置 

 Ａ 

 

福島県 

ｂ 

Ｂ Ａ 

第 9 図（a）　2020 年 1 月 21 日　茨城県沖の地震

Fig. 9(a)　The earthquake off Ibaraki Prefecture on January 21, 2020.

－ 99 －

地震予知連絡会会報第 104 巻　2020 年 9 月発行



１月21日 茨城県沖の地震（相似地震）

気象庁作成

上図をDD法による再計算震源で表示
（1997年10月～2019年12月、深さ0～100km、Ｍ≧3.0）

ＭＴ図（左図内）

赤太矢印の期間は波形収集基準と観測点密度の違い
が相似地震検出に影響している可能性がある。

●推定年平均すべり量等

すべり量推定には、モーメント
マグニチュードと地震モーメン
トの関係式［Hanks and 
Kanamori (1979) ］及び地震

モーメントとすべり量の関係式
［Nadeau and Johnson(1998)］
を使用。得られた積算すべり
量と経過時間から最小自乗法
を用いてグループ毎の年平均
すべり量を求めた。

Ｍ

今回の地震

年

年

積算
すべり量（cm） 積算すべり量図

2020年1月21日の茨城県沖の地震（M4.2、最大震度４）について強震波形による相関解析を行った結果、既往

の相似地震グループの最新の地震として検出された（上図の▼：今回の地震を含め、M4.2～4.3の３地震）※。

なお、近傍の別グループ（上図の●：M4.2の２地震）とも相関が高く、これらは同一グループの可能性もある。
※ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合、相似地震として検出している。また、相似地震のグループ分け

はコヒーレンスを用いて機械的に行っている。

溜渕功史・中村雅基・山田安之（2014)：全国を対象とした客観的な相似地震の抽出,気象研究所技術報告,72,5-16.

今回の地震

今回の地震

今回の地震

震央分布図（1988年10月～2020年1月、深さ０～100km、Ｍ≧3.0）

再計算に用いた観測点（★）

今回の地震

（参考）グループＮとグループＩが同じ相似地震グループと仮定した場合、その平均すべり量は6.72cm/年
気象庁作成

変位波形は加速度記録を気象庁59型地震計相当に変換して求めたもの

●波形例

茨城大宮町常陸大宮

震央

第 9 図（b）　つづき

Fig. 9(b)　Continued.
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平成 28年 11月 地震・火山月報（防災編） 

 - 14 - 気象庁作成 

情報発表に用いた震央地名は〔千葉県北東部〕である。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２月１日 千葉県東方沖の地震 

 2020年２月１日 01時 11分に千葉県東方沖の深
さ 50kmで M5.0の地震（最大震度３）が発生した。
この地震は発震機構が西北西－東南東方向に圧力
軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートとフィリピ
ン海プレートの境界で発生した。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域 a）では、2020年１月３日の M5.8
の地震（最大震度４）が発生している。今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、2000年６月３日の
M6.1の地震（最大震度５弱）が発生するなど M6.0
以上の地震がたまに発生している。また、東北地
方太平洋沖地震の発生以降は地震活動が活発にな
り、2018 年 10 月 12 日の M5.2 の地震（最大震度
４）のような M5.0 以上の地震が時々発生してい
る。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央
周辺（領域ｃ）では、Ｍ６程度の地震が時々発生
している。1987年 12月 17日に発生した千葉県東
方沖の地震（M6.7、最大震度５）では、死者２人、
住家全壊 16棟などの被害が生じた（被害は「日本
被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2020年２月 29日、 

深さ０～120km、M≧2.0） 
2020年２月の地震を赤く表示 

 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ａ 

ｂ 

今回の地震 

東北地方太平洋沖地震発生 震央分布図 
（1919年１月１日～2020年２月 29日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
2020年２月の地震を赤で表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 ｃ 
今回の地震 

今回の地震 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

CMT 

第 10 図　2020 年 2 月 1 日　千葉県東方沖の地震

Fig. 10　The earthquake east off Chiba Prefecture on February 1, 2020.
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２月１日 茨城県南部の地震 

震央分布図 
（1919年１月１日～2020年２月 29日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 
2020年２月の地震を赤色で表示 

 2020年２月１日 02時 07分に茨城県南部の
深さ 63km で M5.3 の地震（最大震度４）が発
生した。この地震は、発震機構が東西方向に
圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと
フィリピン海プレートの境界で発生した。 
 1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）は、M4.0以上の地
震がしばしば発生している。今回の地震の発
生場所の近くでは、2004 年 10 月６日に M5.7
の地震（最大震度５弱）が発生し、負傷者４
人、水道管破裂等の被害を生じた（総務省消
防庁による）。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では、M6.0程度の地震が

時々発生している。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

今回の地震 

今回の地震 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

Ｂ 

Ａ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2020年２月 29日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2020年２月の地震を赤色で表示 

 

今回の地震 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） Ａ Ｂ 

第 11 図　2020 年 2 月 1 日　茨城県南部の地震

Fig. 11　The earthquake in the southern part of Ibaraki Prefecture on February 1, 2020.
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気象庁作成 

２月 20日 千葉県北東部の地震 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2020 年２月 20 日 12 時 53 分に千葉県北東
部の深さ 28kmで M4.3の地震（最大震度４）
が発生した。この地震の発震機構は北北西－
南南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィ
リピン海プレートと陸のプレートの境界で発
生した。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、M4.0から M5.0
程度の地震が時々発生している。2018年６月
12日には、深さ 17kmで M4.9の地震（最大震
度３）が発生し、震央付近ではまとまった地
震活動が見られた。その地震活動と同期して、
フィリピン海プレートと陸のプレートの境界
においてゆっくりすべりが発生している（第
319回地震調査委員会資料より）。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では、M6.0以上の地震が
時々発生している。1987年 12月 17日に発生
した M6.7の地震（最大震度５）では、死者２
人、負傷者 161人、住家全壊 16棟、住家半壊
102棟、住家一部破損 72,580棟などの被害が
生じた（被害は「日本被害地震総覧」による）。 
 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2020年２月 29日、 

深さ０～100km、M≧2.0） 
2020年２月の地震を赤く表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ａ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

 

領域ａ内の断面図（南北投影） 

ｂ 

震央分布図 
（1919年１月１日～2020年２月 29日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

ｃ 

今回の地震 

今回の地震 

今回の地震の

震央位置 

北 南 

第 12 図（a）　2020 年 2 月 20 日　千葉県北東部の地震

Fig. 12(a)　The earthquake in the north-eastern part of Chiba Prefecture on February 20, 2020.
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２月20日 千葉県北東部の地震（相似地震）

気象庁作成

ＭＴ図（左図内）

赤太矢印の期間は波形収集基準と観測点密度の違い
が相似地震検出に影響している可能性がある。

●推定年平均すべり量等

すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori (1979) ］及び地震モーメントとすべり量
の関係式［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。得られた積算すべり量と経過時間から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均す
べり量を求めた。

Ｍ

今回の地震

年

年

積算
すべり量（cm） 積算すべり量図

2020年２月20日の千葉県北東部の地震（M4.3、最大震度４）について強震波形による相関解析を行った結

果、新たな相似地震グループ（グループＢ）の地震として検出された（上図の●：もう一つは、2008年10

月14日のM4.3の地震、最大震度４）※。
※ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合、相似地震として検出している。また、相似地震のグループ

分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている。

溜渕功史・中村雅基・山田安之（2014)：全国を対象とした客観的な相似地震の抽出,気象研究所技術報告,72,5-16.

今回の地震

今回の地震

今回の地震

震央分布図（1988年10月～2020年２月、深さ０～100km、Ｍ≧3.0）

今回の地震

上図を再計算震源（観測点限定＋観測点補正）で表示
（2002年10月～2020年２月、深さ０～100km、Ｍ≧3.0）

再計算に使用した観測点

気象庁作成

変位波形は加速度記録を気象庁59型地震計相当に変換して求めたもの

●波形例

東金市東新宿

震央

第 12 図（b）　つづき

Fig. 12(b)　Continued.
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平成 28年 11月 地震・火山月報（防災編） 
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３月 13 日 石川県能登地方の地震 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年３月 13 日 02 時 18 分に石川県能登地方の
深さ 12km で M5.5 の地震（最大震度５強）が発生し
た。この地震は地殻内で発生した。この地震の発震
機構（CMT 解）は、西北西－東南東方向に圧力軸を
もつ逆断層型である。この地震により軽傷者２人の
被害が生じた（３月 23 日現在、総務省消防庁によ
る）。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震の

震源付近（領域ａ）では、「平成 19年（2007年）能
登半島地震」（M6.9、最大震度６強）が発生しており、
死者１人、重軽傷者 356 人、住家全半壊 2,426 棟な
どの被害を生じた（総務省消防庁による）ほか、石
川県珠洲市で 22cmの津波を観測した。 
1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央周

辺（領域ｂ）では、M5.0を超える地震が時々発生し
ている。このうち、1933年９月 21日には M6.0の地
震（最大震度４）が発生し、死者３人、負傷者 57人、
家屋倒壊２棟などの被害が生じている（「日本被害地

震総覧」による）。 
 

 

 

 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 
ｂ 

震央分布図 
（1919年１月１日～2020年３月 31日、 

深さ０～50km、M≧5.0） 
2020年３月の地震を赤く表示 

 

ａ 

今回の地震 

能登半島周辺の地図 

今回の地震 

 

石川県 富山県 

岐阜県 

北美濃地震 

「平成 19年（2007年）

新潟県中越沖地震」 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2020年３月 31日、  

深さ０～20km、M≧2.0) 
2020年３月の地震を赤く表示 

図中の発震機構は CMT解 

福井地震 

「平成 19年（2007 年） 

能登半島地震」 

「平成 19年（2007 年） 

能登半島地震」 

茶線は地震調査研究推進本部の

長期評価による活断層を示す。 

（2020年３月１日～31日、M≧1.0） 

第 13 図（a）　2020 年 3 月 13 日　石川県能登地方の地震

Fig. 13(a)　The earthquake in Noto region of Ishikawa Prefecture on March 13, 2020.
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３月13日石川県能登地方の地震（波形相関ＤＤによる再計算震源）
震央分布図（2020年3月13日～16日、M≧0.5、20km以浅）

左図矩形内の断面図
（左：東西投影、右：AB（N190°E）投影）

A

A B

B

A
B

A B

西 東

西 東

3月13日M5.5の地震の発震機構解

P波初動解 CMT解

節面の走向、傾斜、すべり角
（5、41、95） （18、36、97）
（179、49、86） （190、54、85）

再計算に用いた観測点分布

60°50°
40°

60°50°
40°

再計算震源（波形相関ＤＤ）で表示

気象庁作成

※使用した速度構造はJMA2001で、深さ
20㎞まで2㎞刻み、それより深い場所
は25㎞、30㎞、40㎞の計14層とした

第 13 図（b）　つづき

Fig. 13(b)　Continued.
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震央分布図（1997年10月1日～2020年4月6日、
M≧2.0、20km以浅）

平成19年（2007年）能登半島地震付近の地震活動

震央分布図（2007年3月25日～27日、M全て、
20km以浅）

今回の地震発生以降を赤で表示

領域a内の断面図（上）及び時空間分布図（下）
（いずれもAB投影）

領域a内
の断面図
（BC投影）

領域a内のMT・回数積算図
今回の地震A

B

A B

a

A B

C

B

C

気象庁作成

本震と同日発生のM5.3の地震との間ではその後も余

震活動がみられていたが、今回地震が発生した領域
ではこれまでほとんど活動はみられていなかった。

茶色の太線は地震本部の長期評価による活断層を示す

A B（2007年3月25日～27日、M全て）

今回発生
した領域

CMT

CMT

CMT

CMT

A

B

第 13 図（c）　つづき

Fig. 13(c)　Continued.
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上図の領域別断面図（①～⑤：AB投影、⑥：CD投影）
C D

①

②

③

④

⑤

⑥

A B

A B

A B

A B

A B 5

43

２1

C

DA

B
①

②
③

④
⑤

⑥

5

4

3

21

再計算に用いた観測点

平成19年能登半島地震M6.9の発震機構解
P波初動解 CMT解

M4.0～4.9の地震の発震機構解（ P波初動解）

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12

13 14 15

16

M5.0以上の地震の
発震機構解

３月13日石川県能登地方の地震（ＤＤ法による再計算結果）
震央分布図（2007年3月25日～2020年3月16日、M≧2.0、20km以浅）

2007/3/25 M5.3

2007/3/26 M5.3

2007/6/11 M5.0

気象庁作成

2020/3/13 M5.5

CMT解

CMT解

P波初動解

CMT解

第 13 図（d）　つづき

Fig. 13(d)　Continued.
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平成19年（2007年）能登半島地震以降の発震機構解
震源深さが11kmより浅い解（本震深さ以浅） 震源深さ11～20kmの解（本震より深い）

P波初動発震
機構解分布
（2020年3月
25日まで、
M≧3.0）

上図の解の
P軸方位表示

上図の解の
T軸方位表示

上図矩形内の解
の三角ダイアグ
ラム（左上）・
PT軸方位分布
（左下）・主応
力軸方位のロー
ズダイアグラム
（右）

今回の地震の解

今回の地震の解

今回の地震の解

今回の地震の解

本震の解

気象庁作成

第 13 図（e）　つづき

Fig. 13(e)　Continued.
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3月13日石川県能登地方の地震（地震活動パラメータ等）

震央分布図（2020年3月13日～4月2日、
M全て、20km以浅）

領域ａ内のMT図

領域ａ内のM5.5以降の
地震のM別度数分布・b値

M≧1.0
b＝0.64（σ＝0.06）
N=104

領域ａ内の大森・宇津モデル（M≧1.0）

領域ａ

領域ａ内のETASモデル（M≧1.0）

K=8.428 c=0.012 p=1.349
（σ：1.267 0.005 0.090）
N=105 AIC=-829.353

μ=0.294 α=5.593
K=6.082e-11 c=0.017 p=1.481
N=105 AIC=-823.323

赤：モデル 黒：観測

大森・宇津＋GR
（M≧1.0）
による余震発生確率
（4月3日0時時点）

M5.3以上、3日間
0.071％

赤：モデル 黒：観測

領域b内のM6.9以降の
地震のM別度数分布・b値

領域ｂ内のMT・回数積算図
領域ｂ

震央分布図（2007年3月25日～4月22日、
M≧2.0、20km以浅）

M≧3.0
b＝0.87（σ＝0.05）
N=299

領域ｂ内の大森・宇津モデル（M≧3.0）領域ｂ内のETASモデル（M≧3.0）

K=40.934 c=0.022 p=1.052
（σ：3.075 0.008 0.045）
N=300 AIC=-1902.605

μ=0.525 α=2.187
K=4.721e-3 c=0.022 p=1.172
N=300 AIC=-1904.032

赤：モデル 黒：観測 赤：モデル 黒：観測

今回の地震

2007年能登半島地震

気象庁作成

今回の地震活動は、
2007年能登半島地震の
当初の活動に比べて
b値が小さく、
p値、αが大きい傾向

第 13 図（f）　つづき

Fig. 13(f)　Continued.
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能登半島付近の主な被害地震 

 

 
 

 

 

 

 

年月日 Ｍ 主な被害 

1729.8.1 6.6～7.0 珠洲郡、鳳至郡で死者５人、家屋全壊・同損壊 791棟、輪島村で家

屋全壊 28棟。能登半島先端で被害が大きい。 

1799.6.29 6.0 金沢城下で家屋全壊 26棟、能美・石川・河北郡で家屋全壊 964棟、

死者は全体で 21人。 

1892.12.9 6.4 羽咋郡高浜町・火打谷村で家屋破損あり。堀松村末吉で、死者１人、

負傷者５人、家屋全壊２棟。（12月 11日にも同程度の地震あり。） 

1933.9.21 6.0 死者３人、負傷者 55人、住家全壊２棟。 

1993.2.7 6.6 負傷者 30人（重傷１人、軽傷 28人）、住家全壊１棟。 

2007.3.25 6.9 死者１人、負傷者 338人、住家全壊 686棟。 

震央分布図 
（1600年 1月～2020年 3月、M5.0以上の被害地震) 

今回の地震の 

震央位置 

上図矩形内の主な地震の石川県における被害 

被害の記述等は、1729年～1933年の地震は地震本部 HPの「石川県の地震活動の特徴」 

（https://www.jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_chubu/p17_ishikawa/）、1993 年の

地震は「日本被害地震総覧」、2007年の地震は総務省消防庁による。 

図中の茶線は、地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。 

平成 19年（2007 年）
能登半島地震 

平成 19年（2007 年）
新潟県中越沖地震 

第 13 図（g）　つづき

Fig. 13(g)　Continued.
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平成19年（2007年）能登半島地震による、3月13日石川県能登地方の地震（M5.5）に対するΔCFF

ソース断層パラメータはJMACMT（Mw6.6）から推定
セントロイド：北緯37.157°,東経136.662°,深さ10km

走向53°,傾斜50°,すべり角140°
推定される、断層長さ31.7km，断層幅15.8km，すべり量0.67m，左上端深さ3.9km

節面1 節面2

2007年能登半島地震
JMACMT解

2020年3月13日地震
P波初動解

ΔCFF=255.7kPa ΔCFF=84.7kPa

図内の〇は2020年3月13日～22日の地震（M≧1.0、深さ≦30km）

第 13 図（h）　つづき

Fig. 13(h)　Continued.
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平成19年（2007年）能登半島地震による、3月13日石川県能登地方の地震（M5.5）に対するΔCFF

ソース断層パラメータは地理院推定値（予知連会報第78巻）から
左上端：37.19°,136.55°深さ1.2km

断層長さ21.2km,断層幅13.9km
走向55°,傾斜角63°,すべり角137°,すべり量1.65m

節面1 節面2

ΔCFF=566.3kPa ΔCFF=711.4kPa

図内の〇は2020年3月13日～22日の地震（M≧1.0、深さ≦30km）

第 13 図（i）　つづき

Fig. 13(i)　Continued.
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平成19年（2007年）能登半島地震によるΔCFF
ソース断層：能登半島地震のJMACMT解（Mw6.6）から求めた断層長、幅、すべり量を使用。

低角な節面の走向・傾斜・すべり角を使用し、震央は断層中央。
レシーバー断層：周辺の地震（一元化以降、M≧3.0、深さ≦30km）のP波初動解の両節面

両節面に対するΔCFFの正（赤：促進）負（青：抑制）

低角な方の節面に対するΔCFFの値

高角な方の節面に対するΔCFFの値

今回の地震に対するΔCFFは、潮汐応答レベルを超えて促進センス

第 13 図（j）　つづき

Fig. 13(j)　Continued.
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平成19年（2007年）能登半島地震によるΔCFF
ソース断層：能登半島地震の国土地理院により推定されたパラメータを使用。
レシーバー断層：周辺の地震（一元化以降、M≧3.0、深さ≦30km）のP波初動解の両節面

低角な方の節面に対するΔCFFの値

高角な方の節面に対するΔCFFの値

両節面に対するΔCFFの正（赤：促進）負（青：抑制）

今回の地震に対するΔCFFは、潮汐応答レベルを超えて促進センス

第 13 図（k）　つづき

Fig. 13(k)　Continued.
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 気象庁作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月 12日 茨城県南部の地震 

震央分布図 
（1919年１月１日～2020年４月 30日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

 2020 年４月 12 日 00 時 44 分に、茨城県南部
の深さ 53km で M5.0 の地震（最大震度４）が発
生した。この地震は、発震機構が北北西－南南
東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピン
海プレートと陸のプレートの境界で発生した。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地

震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0程度の地震
が時々発生している。この領域では「平成 23
年（2011年）東北地方太平洋沖地震」発生以降、
地震活動がより活発になっており、2016年９月
７日には M4.9の地震（最大震度４）が発生して
いる。 
1919年以降の活動をみると、今回の地震の震

央周辺（領域ｃ）では、M6.0程度の地震が時々

発生している。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ｂ 

今回の地震 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ  Ａ 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2020年４月 30日、 

深さ０～90km、M≧2.0） 
2020年４月の地震を濃く表示 

 

今回の地震 

（2011年３月11日～2020年４月30日） 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ｃ 

東北地方太平洋沖地震発生 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ａ 

今回の地震 

第 14 図（a）　2020 年 4 月 12 日　茨城県南部の地震

Fig. 14(a)　The earthquake in the southern part of Ibaraki Prefecture on April 12, 2020.
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４月12日 茨城県南部の地震（相似地震）

気象庁作成

ＭＴ図（左図内）

赤太矢印の期間は波形収集基準と観測点密度の違い
が相似地震検出に影響している可能性がある。

●推定年平均すべり量等

すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori (1979) ］及び地震モーメントとすべり量の関係式
［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。得られた積算すべり量と経過時間から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めた。

Ｍ

今回の地震

年

年

積算
すべり量（cm） 積算すべり量図

2020年4月12日の茨城県南部の地震（M5.0、最大震度４）について強震波形による相関解析を行った結果、

既往相似地震グループの最新の地震として検出された（上図の ●：今回を含めM5.0～5.1の３地震）※。
※ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合、相似地震として検出している。また、相似地震のグループ

分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている。

溜渕功史・中村雅基・山田安之（2014)：全国を対象とした客観的な相似地震の抽出,気象研究所技術報告,72,5-16.

今回の地震

今回の地震

今回の地震

震央分布図（1988年10月1日～2020年4月13日、深さ20～100km、Ｍ≧3.0）

発生間隔(年)

気象庁作成

変位波形は加速度記録を気象庁59型地震計相当に変換して求めたもの

●波形例

茨城大宮町常陸大宮

震央

第 14 図（b）　つづき

Fig. 14(b)　Continued.
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平成 28年 11月 地震・火山月報（防災編） 

 - 7 - 気象庁作成 

４月 13 日 長野県北部の地震 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年４月 13 日 19 時 16 分に長野県北部の深さ
５km で M4.2 の地震（最大震度４）が発生した。こ
の地震は地殻内で発生した。発震機構は、東西方向
に圧力軸を持つ型である。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震の

震源付近（領域ａ）では、2014年 11月 22日に M6.7
の地震（最大震度６弱）が発生し、負傷者 46人、住
家全壊 77棟などの被害が生じた（総務省消防庁によ
る）。この M6.7 の地震は、神城断層（糸魚川－静岡
構造線断層帯の構成断層のひとつ）の北部で発生し
た（「糸魚川－静岡構造線断層帯の長期評価（第二
版）」による）。 
1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央周

辺（領域ｂ）では、M5.0を超える地震が時々発生し
ている。また、領域 bの周辺で 1965年から発生した
「松代群発地震」では、負傷者 15 人、住宅全壊 10
棟などの被害が生じた（「日本被害地震総覧」によ
る）。  

 

 

 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ｂ 

震央分布図 
（1919年１月１日～2020年４月 30日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
2020年４月の地震を赤く表示 

 

ａ 

今回の地震 

今回の地震 

 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2020年４月 30日、  

深さ０～30km、M≧2.0) 
2020年４月の地震を赤く表示 

茶線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。 

（2020年４月１日～30日、M≧1.0） 

長野県 

新潟県 

富山県 

糸魚川－静岡構造線断層帯 

「松代群発地震」 

第 15 図　2020 年 4 月 13 日　長野県北部の地震

Fig. 15　The earthquake in the northern part of Nagano Prefecture on April 13, 2020.

－ 118 －

地震予知連絡会会報第 104 巻　2020 年 9 月発行



平成 29年９月 地震・火山月報（防災編） 

 - 22 - 気象庁作成 

４月 18 日 小笠原諸島西方沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年４月 18日 17時 25分に小笠原諸島西
方沖の深さ 477km で M6.8 の地震（最大震度４）
が発生した。この地震により、東京都小笠原村
母島で震度４を観測したほか、東北地方から九
州地方にかけて震度２～１を観測した。この地
震は、太平洋プレート内部で発生した。この地
震の発震機構（CMT 解）は、太平洋プレートが
沈み込む方向に圧力軸を持つ型である。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、M6.0 以上の地
震が時々発生している。また、今回の地震の震
源から約 200km 深いところでは、2015 年５月
30 日に M8.1 の地震（最大震度５強）が発生し、
東京都で負傷者３人、埼玉県で負傷者３人、神
奈川県で負傷者２人等の被害が生じた（総務省
消防庁による）。 

1919 年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では、M7.0 以上の地震が
時々発生している。1984 年３月６日には M7.6
の地震が発生し、死者１人、負傷者１人等の被
害が生じた（被害は「日本被害地震総覧」によ
る）。 

 
 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2020 年４月 30 日、 

深さ０～700km、M≧4.5） 
2020 年４月の地震を赤く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2020 年４月 30 日、 

深さ０～700km、M≧6.0） 

ｃ 

 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

今回の地震 

ａ 

ｂ 

 

父島 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 
Ａ         Ｂ 

Ａ          

Ｂ          

今回の地震 

母島 

第 16 図　2020 年 4 月 18 日　小笠原諸島西方沖の地震

Fig. 16　The earthquake west off Ogasawara Islands on April 18, 2020.
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平成 28年 11月 地震・火山月報（防災編） 

 - 7 - 気象庁作成 

４月 23 日 長野県中部の地震 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2020年４月 30日、  

深さ０～30km、M≧2.0) 
2020年４月の地震を赤く表示 

2020年４月 23日 13時 44分に長野県中部の深さ３
kmで M5.5の地震（最大震度４）が発生した。この地
震は地殻内で発生した。発震機構は、北西－南東方向
に圧力軸を持つ横ずれ断層型である。また、この地震
の発生後、同日 13時 57分に M5.0の地震（最大震度
３）、26 日 02 時 22 分に M5.0 の地震（最大震度３）
が発生した。これらの地震の震源付近（領域 a）では、
前日から M3.0を超える地震が発生しており、４月 22
日から 30 日までに震度１以上を観測する地震が 67
回発生している。 
1997年 10月以降の活動をみると、領域ａでは、1998

年８月 12日に M5.0の地震（最大震度５弱）が発生し、
その４日後の８月 16日に M5.6の地震（最大震度４）
が発生するなど、活発な地震活動が続いた。 
1919 年以降の活動をみると、今回の地震の震央周

辺（領域ｂ）では、M5.0 を超える地震が時々発生し
ている。また、領域 bの周辺で 1965年から発生した
「松代群発地震」では、負傷者 15 人、住宅全壊 10
棟などの被害が、1984年９月 14日に発生した「昭和
59年（1984年）長野県西部地震では、死者 29人、負
傷者 10人などの被害が生じた（被害は「日本被害地

震総覧」による）。 

 

 

 

 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ｂ 

震央分布図 
（1919年１月１日～2020年４月 30日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
2020年４月の地震を赤く表示 

 

ａ 

今回の地震 

 

茶線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。 

（2020年４月１日～30日） 

長野県 
岐阜県 

富山県 

境峠・神谷断層帯 

「松代群発地震」 

「昭和 59年（1984 年） 

長野県西部地震」 

茶線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。 

第 17 図（a）　2020 年 4 月 23 日　長野県中部の地震

Fig. 17(a)　The earthquake in the central part of Nagano Prefecture on April 23, 2020.
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平成 28年 11月 地震・火山月報（防災編） 

 - 7 - 気象庁作成 

４月 23 日 長野県中部の地震（5 月 13 日までの活動） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2020年４月 30日、  

深さ０～30km、M≧2.0) 
2020年４月の地震を赤く表示 

 

 

 

 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ｂ 

震央分布図 
（2020年４月 20日 00時～2020年５月 13日 24時、 

深さ０～30km、M≧0.0） 
2020年５月 12 日以降の地震を青く表示 

 

ａ 

茶線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。 

（2020年４月１日～30日） 

長野県 
岐阜県 

富山県 

境峠・神谷断層帯 

茶線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。 

<資料の利用上の留意点> 

・2020 年 4月 18日以降の震源では、地震の規模の小さな地震について、暫定的に震源精査の基準を変更しているため、それ以前と比較して

微小な地震での震源決定数の変化（増減）が認められる 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ｂの範囲は領域ａと同じであるが、震源の下限が異なるため便宜上「領域ｂ」とした 

（2020年５月 12日 00時～13日 24時） 

長野県 岐阜県 

富山県 

境峠・神谷断層帯 

第 17 図（b）　つづき

Fig. 17(b)　Continued.
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⻑野県中部の地震回数表

震度1 震度2 震度3 震度4 合計
4⽉22⽇ 2 1 1 0 4
4⽉23⽇ 10 3 2 1 16
4⽉24⽇ 6 4 0 0 10
4⽉25⽇ 8 0 0 0 8
4⽉26⽇ 11 3 1 0 15
4⽉27⽇ 4 1 1 0 6
4⽉28⽇ 3 0 0 0 3
4⽉29⽇ 1 0 0 0 1
4⽉30⽇ 3 1 0 0 4
5⽉1⽇ 1 0 0 0 1
5⽉2⽇ 0 0 0 0 0
5⽉3⽇ 3 0 0 0 3
5⽉4⽇ 0 0 0 0 0
5⽉5⽇ 0 1 0 0 1
5⽉6⽇ 1 0 0 0 1
5⽉7⽇ 0 0 0 0 0
5⽉8⽇ 2 0 0 0 2
5⽉9⽇ 0 0 0 0 0
5⽉10⽇ 0 0 0 0 0
5⽉11⽇ 0 0 0 0 0
5⽉12⽇ 0 0 0 0 0
5⽉13⽇ 8 4 2 0 14
5⽉14⽇ 4 1 0 0 5

合計 67 19 7 1 94

※震央地名が「岐⾩県⾶騨地⽅」の地震も⼀連の活動として回数に
 含めています。
（5⽉1⽇05時06分の岐⾩県⾶騨地⽅の地震は除く）

気象庁資料

5⽉14⽇15時現在

第 17 図（c）　つづき

Fig. 17(c)　Continued.
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４月23日 長野県中部の地震（今回の活動経過）

震央分布図
（2020年４月１日～５月５日、深さ０～20km、M全て）

領域ａ内の断面図
（南北投影）

気象庁作成

震央分布図中の茶色の細線は、地震調査研究推進本
部の長期評価による活断層を示す。黒三角は活火山を
示す。

2020年４月18日から、暫定的に震源精査の基準を変更（
※）しているため、それ以前と比較して精査基準未満の
震源分布等にこの影響がみられる可能性がある。

※ 4月18日～4月23日13時43分（M5.5の地震発生前まで）は
精査検測基準を従来のM1.7以上からM2.7以上に変更。4月23
日13時44分（M5.5の地震発生）以降は精査検測基準を震度1
以上を観測した地震に再変更。

領域ａ

領域ａ内の断面図
（東西投影）

領域ａ内の地震活動経過図

4月22日以降拡大

境峠・神谷
断層帯
（主部）

焼岳

アカン
ダナ山

長野県
岐阜県

富山県

震源の色について、2020年４月１日～４月21日を灰色、４月22日～４月23日13時43分（M5.5の地震発生前まで）を青、
４月23日13時44分（M5.5の地震発生）～ ４月24日18時59分を赤、 ４月24日19時00分以降を緑で表示

CMT

発震機構解の「Ｓ」は参考解であることを示す

第 17 図（d）　つづき

Fig. 17(d)　Continued.
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領域ａ内の時空間分布
（南北投影）

領域ａ内の時空間分布
（東西投影）

4月22日以降拡大

領域ａ内の深さ時系列

気象庁作成

4月22日以降拡大

4月22日以降拡大

第 17 図（e）　つづき

Fig. 17(e)　Continued.
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長野県中部付近の一連の地震活動における領域ごとのM-T図

A

B

A

B

2020年4月22日～5月13日11時 深さ≦30km、M≧1.0、4/22～4/23 21時まで黒、4/23 21時～4/30 9時まで青、4/30 9時～5/12 まで赤、5/13～緑で表示

a
b

c

領域a M-T図及び回数積算図 領域b M-T図及び回数積算図 領域c M-T図及び回数積算図

全領域
M-T図
及び

回数積算図

震央分布図 A-B投影空間分布図

気象庁作成

＜資料の利用上の留意点＞
・5/13の震源は、自動処理に
よる結果です。
・発破等の地震以外のものや、
震源決定時の計算誤差の大
きなものが表示されることが
あります。
・個々の震源の位置や規模で
はなく、震源の分布具合や活
動の盛衰に着目して地震活
動の把握にご利用ください。

第 17 図（f）　つづき

Fig. 17(f)　Continued.
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４月23日 長野県中部の地震
（波形相関ＤＤ法による震源分布）

震央分布図

気象庁作成

投影面（Ａ～Ｅ）毎の断面図※

期 間：2020年4月22日00時～5月5日24時
フラグ：KkA M:1.0以上 深さ：15km以浅

再計算に

使用した

観測点

※それぞれ投影面から左右１kmの幅の中の震源を表示

震源の深さ

気象庁作成

震央分布図

投影面（Ａ～Ｅ）毎の断面図

震源の深さ

第 17 図（h）　つづき

Fig. 17(h)　Continued.

第 17 図（g）　つづき

Fig. 17(g).　Continued.
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震央分布図

投影面（Ａ～Ｅ）毎の断面図

気象庁作成

震源の深さ

震央分布図

投影面（Ａ～Ｅ）毎の断面図

気象庁作成

震源の深さ

第 17 図（j）　つづき

Fig. 17(j)　Continued.

第 17 図（i）　つづき

Fig. 17(i)　Continued.
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（波形相関ＤＤ法による震源分布：P波初動解と重ねて表示）

気象庁作成

P波初動解はルーチン解析による（参考解は除外）

震源・初動解の深さ

36.20°

36.22°

36.24°

36.26°

137.60° 137.62° 137.64° 137.66° 137.68°

気象庁作成

（波形相関ＤＤ法による震源分布：日別震源分布） グレーの背景は全期間の分布を示す

震源の深さ

第 17 図（l）　つづき

Fig. 17(l)　Continued.

第 17 図（k）　つづき

Fig. 17(k)　Continued.
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気象庁作成

震源の深さ

気象庁作成

震源の深さ

第 17 図（n）　つづき

Fig. 17(n)　Continued.

第 17 図（m）　つづき

Fig. 17(m)　Continued.
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4月23日長野県中部の地震（付近の発震機構解）

P波初動解分布（2020年4月1日～5月5日、深さ0～30km、M≧3.0）
震源球表示 P軸表示 T軸表示

左から、上図矩形領域内の三角ダイアグラム、P・T・N軸方位のローズダイアグラム、P・T軸の方位分布

P波初動解分布（1997年10月1日～2020年3月31日、深さ0～30km、M≧3.0） 各図の並びは上記と同じ

気象庁作成

Frohlich, C. (2001)に基づいて断層型別を分類し、横ずれ断層型を緑、逆断層型を青、正断層型を赤で表示

図中の茶色の線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。

第 17 図（o）　つづき

Fig. 17(o)　Continued.
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震央分布図（2002年10月１日～2020年５月４日、深さ０～20km、M≧2.0）

４月23日長野県中部の地震（観測点限定再計算）

図中の茶色の線は地震調査研究推進本部の長期評価による
活断層を示す。黒三角は活火山を示す。

ａ

左図領域a内の断面図（南北投影）

震央分布図（1997年10月１日～2002年９月30日、深さ０～20km、M≧2.0）

ａ

左図領域a内の断面図（東西投影）

上図領域a内のMT図

上図領域a内のMT図

左図領域a内の断面図（南北投影）

左図領域a内の断面図（東西投影）

再計算に使用
した観測点

再計算に使用
した観測点

上図範囲

上図範囲

水色：2011年2月～4月
緑色：2014年5月
紫色：2018年11月～12月
赤色：2020年4月～
灰色：それ以外

青色：1998年8月～11月
灰色：それ以外

【Hi-net追加以降】

【Hi-net追加以前】

気象庁作成

第 17 図（p）　つづき

Fig. 17(p)　Continued.
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1990年の地震活動経過
震央分布図 赤破線は今回の活動域

1990年1月1日～5月31日
M≧1.5、深さ≦30km

東西投影 時空間分布図

南北投影 時空間分布図

M‐T図

気象庁作成

1993年の地震活動経過

東西投影 時空間分布図

震央分布図 赤破線は今回の活動域 南北投影 時空間分布図

M‐T図

1993年7月1日～12月31日
M≧1.5、深さ≦30km

気象庁作成

第 17 図（q）　つづき

Fig. 17(q)　Continued.

第 17 図（r）　つづき

Fig. 17(r)　Continued.
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1998年の地震活動経過
震央分布図 赤破線は今回の活動域

東西投影 時空間分布図

南北投影 時空間分布図
1998年8月1日～1999年4月30日

M≧1.5、深さ≦30km

M‐T図

気象庁作成

1969年の地震活動経過
震央分布図 赤破線は今回の活動域

東西投影 時空間分布図

南北投影 時空間分布図

M‐T図

1969年8月1日～9月30日
M≧1.5、深さ≦30km

気象庁作成

第 17 図（s）　つづき

Fig. 17(s)　Continued.

第 17 図（t）　つづき

Fig. 17(t)　Continued.
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1998年の活動

2020年の活動

長野県中部の地震活動
（1998年と2020年の比較）

M5.0以上の地震に吹き出しを付した

気象庁作成

2020年3月1日～5月13日

5月13日の震源データには精査前のものを含む

1998年7月1日～12月31日

第 17 図（u）　つづき

Fig. 17(u)　Continued.
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震央分布図
（2020年４月１日～４月29日、深さ０～20km、M≧2.0） 領域ａのＭＴ図

領域ａのＥＴＡＳ解析（左）及びＭ別度数分布・ｂ値（右）

ｂ＝0.83（σ＝0.05）
μ＝0.332 Ｋ＝0.0337 ｃ＝0.002
ｐ＝1.222 α＝0.943 Ｎ＝265

ａ

ｂ＝0.87（σ＝0.03）μ＝0.176 Ｋ＝0.0292 ｃ＝0.001
ｐ＝1.173 α＝1.001 Ｎ＝715

ｂ

震央分布図
（1998年８月１日～11月30日、深さ０～20km、M≧2.0）

４月23日長野県中部の地震（ＥＴＡＳ解析、ｂ値）

領域ｂのＭＴ図

領域ｂのＥＴＡＳ解析（左）及びＭ別度数分布・ｂ値（右）

図中の茶色の線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。黒三角は、活火山を示す。 気象庁作成

赤：ETASモデル
黒：観測

（注）2020年４月18日から、暫定的に震源精査の基準を変更（※）している。
※4月18日～23日13時43分は精査検測基準を従来のM1.7以上からM2.7以上に、4月23日13時44分以降は同基準を震度1以上を観測した地震に変更。

赤：ETASモデル
黒：観測

震央分布図
（1998年８月１日～11月30日、深さ０～20km、M≧2.0）

①

②

③

領域毎のＭＴ図

領域②

領域③

領域毎のＥＴＡＳ解析（上）及びＭ別度数分布・ｂ値（下）

領域①

領域①

領域② 領域③

図中の茶色の線は地震調査研究推進本部の長期評価
による活断層を示す。黒三角は、活火山を示す。

μ＝0.187 Ｋ＝0.0267 ｃ＝0.002
ｐ＝1.180 α＝1.225 Ｎ＝403

μ＝0.096 Ｋ＝0.0275 ｃ＝0.002
ｐ＝1.240 α＝0.885 Ｎ＝260

ｂ＝0.93（σ＝0.05）ｂ＝0.81（σ＝0.05）ｂ＝0.74（σ＝0.10）

μ＝0.074 Ｋ＝0.0081 ｃ＝0.001
ｐ＝1.288 α＝1.245 Ｎ＝52

気象庁作成

赤：ETASモデル
黒：観測

第 17 図（v）　つづき

Fig. 17(v)　Continued.
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震央分布図
（2020年４月１日～４月29日、深さ０～20km、M≧2.0） 領域ａのＭＴ図

領域ａのＥＴＡＳ解析（左）及びＭ別度数分布・ｂ値（右）

ｂ＝0.83（σ＝0.05）
μ＝0.332 Ｋ＝0.0337 ｃ＝0.002
ｐ＝1.222 α＝0.943 Ｎ＝265

ａ

ｂ＝0.87（σ＝0.03）μ＝0.176 Ｋ＝0.0292 ｃ＝0.001
ｐ＝1.173 α＝1.001 Ｎ＝715

ｂ

震央分布図
（1998年８月１日～11月30日、深さ０～20km、M≧2.0）

４月23日長野県中部の地震（ＥＴＡＳ解析、ｂ値）

領域ｂのＭＴ図

領域ｂのＥＴＡＳ解析（左）及びＭ別度数分布・ｂ値（右）

図中の茶色の線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。黒三角は、活火山を示す。 気象庁作成

赤：ETASモデル
黒：観測

（注）2020年４月18日から、暫定的に震源精査の基準を変更（※）している。
※4月18日～23日13時43分は精査検測基準を従来のM1.7以上からM2.7以上に、4月23日13時44分以降は同基準を震度1以上を観測した地震に変更。

赤：ETASモデル
黒：観測

震央分布図
（1998年８月１日～11月30日、深さ０～20km、M≧2.0）

①

②

③

領域毎のＭＴ図

領域②

領域③

領域毎のＥＴＡＳ解析（上）及びＭ別度数分布・ｂ値（下）

領域①

領域①

領域② 領域③

図中の茶色の線は地震調査研究推進本部の長期評価
による活断層を示す。黒三角は、活火山を示す。

μ＝0.187 Ｋ＝0.0267 ｃ＝0.002
ｐ＝1.180 α＝1.225 Ｎ＝403

μ＝0.096 Ｋ＝0.0275 ｃ＝0.002
ｐ＝1.240 α＝0.885 Ｎ＝260

ｂ＝0.93（σ＝0.05）ｂ＝0.81（σ＝0.05）ｂ＝0.74（σ＝0.10）

μ＝0.074 Ｋ＝0.0081 ｃ＝0.001
ｐ＝1.288 α＝1.245 Ｎ＝52

気象庁作成

赤：ETASモデル
黒：観測

第 17 図（w）　つづき

Fig. 17(w)　Continued.
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４月 26日 茨城県南部の地震 

震央分布図 
（1919年１月１日～2020年４月 30日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

 2020 年４月 26 日 09 時 49 分に、茨城県南部
の深さ 66km で M4.8 の地震（最大震度４）が発
生した。この地震は、発震機構が東西方向に圧
力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートとフィ
リピン海プレートの境界で発生した。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、M4.0以上の地震
が時々発生している。この領域では「平成 23Z
年（2011年）東北地方太平洋沖地震」発生以降、
地震活動がより活発になっており、2011年７月
15 日には M5.4 の地震（最大震度５弱）が発生
している。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震
央周辺（領域ｃ）では、M6.0程度の地震が時々

発生している。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ｂ 

今回の地震 

震央分布図 
（1997年 10月１日～2020年４月 30日、 

深さ０～90km、M≧2.0） 
2020年４月の地震を濃く表示 

 
今回の地震 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ｃ 
今回の地震 

の震央位置 

東北地方太平洋沖地震発生 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ａ 

第 18 図（a）　2020 年 4 月 26 日　茨城県南部の地震

Fig. 18(a)　The earthquake in the southern part of Ibaraki Prefecture on April 26, 2020.
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４月26日 茨城県南部の地震（相似地震）

気象庁作成

ＭＴ図（左図内）

赤太矢印の期間は波形収集基準と観測点密度の違い
が相似地震検出に影響している可能性がある。

●推定年平均すべり量等

すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori (1979) ］及び地震モーメントとすべり量の関係式
［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。得られた積算すべり量と経過時間から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めた。

Ｍ

今回の地震

年

年

積算
すべり量（cm） 積算すべり量図

2020年4月26日の茨城県南部の地震（M4.8、最大震度４）について強震波形による相関解析を行った結果、

既往相似地震グループの最新の地震として検出された（上図の ★：今回を含めM4.7～4.8の６地震）※。
※ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合、相似地震として検出している。また、相似地震のグループ

分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている。

溜渕功史・中村雅基・山田安之（2014)：全国を対象とした客観的な相似地震の抽出,気象研究所技術報告,72,5-16.

今回の地震

今回の地震

今回の地震

震央分布図
（1988年10月1日～2020年4月26日、深さ０～100km、Ｍ≧3.0）

発生間隔(年)

気象庁作成

変位波形は加速度記録を気象庁59型地震計相当に変換して求めたもの

●波形例

熊谷市桜町 震央

第 18 図（b）　つづき

Fig. 18(b)　Continued.
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